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総　説

キリシタンの子どもたちの音楽教育

金谷　めぐみ*　　植田　浩司**

︿要　旨﹀
　16世紀末、西洋人たちが日本に来航し、西洋文明を伝えた。1549年、イエズス会宣教師ザビエルは、キリスト教
布教を開始し、キリスト教の礼拝に不可欠の音楽が宣教師たちにより日本の子どもたちに伝えられた。九州の各地
と安土に神学校（セミナリオ）が設置され、キリシタンの子どもたちは、ヨーロッパのセミナリオと同等の教育を
受け、ラテン語で歌い、西洋の楽器を奏でた。その教育の質と効果は天正遣欧少年使節（「少年使節」と略）が物語っ
ている。４人の選ばれた少年は、「少年使節」として1582年に長崎を出帆し、1584年ポルトガルに到着、スペイン、
イタリアの各地を歴訪し、祝福と歓迎を受けた。彼らがローマを訪問した時は、カトリック教会で聖歌隊の高音部
を歌うスペイン人歌手（カストラートと云われている）が出現し始めた時代であった。「少年使節」の一人が西洋
と日本の音楽を比較して語った貴重な談話の記録が残されている。この記録と時代背景から「少年使節」とカスト
ラートとの接点についても考察する。
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緒　言

　16世紀末のキリスト教の伝来により、日本における
子どもたちに西洋音楽の教育が行われた。1549年、ポ
ルトガル船に乗って来航したイエズス会宣教師ザビエ
ルは、鹿児島、山口、豊後でキリスト教布教を開始し
た。その後、1579年に来日した宣教師ヴァリニャーノ
は、子どもの教育機関を日本に設置した。そこでキリ
スト教会に奉仕するキリシタンの子どもたちは神学を
学び、キリスト教音楽すなわち、西洋音楽を修得した。
彼らは、宣教師たちの教育によりラテン語の聖歌を歌
い、ヨーロッパから伝来したばかりの楽器を演奏した。
彼らの中の選ばれた４人の少年たちが天正遺欧少年使
節としてヨーロッパに派遣されたことは、世界の歴史
の中でもよく知られている。天正遣欧少年使節はポル
トガル、スペイン、イタリア各地の主要な教会を歴訪
し、当時最盛期であったローマ・カトリック教会の多
声聖歌を聴き、使節の少年たちも演奏を披露した。そ
して８年半に及ぶ旅の後、帰国した彼らは日本の神学
校で子どもたちに西洋音楽を教えた1-6。

　本総説においては、16世紀中頃-17世紀初頭の日本
に、宣教師たちにより設立された神学校でキリシタン
の子どもたちが受けたキリスト教教育、とくに音楽教
育について記述し、日本で音楽教育を受け、ヨーロッ
パを見聞した天正遺欧少年使節が接し、感じ、そして
語った西洋音楽およびカストラートとの接点について
考察する。

１．イエズス会宣教師の来日とキリスト教音楽

１）日本人の西洋音楽との出会い
　西洋音楽すなわちキリスト教音楽は、16世紀中頃日
本に伝えられた1-4。この16世紀、ヨーロッパ諸国は大
航海時代を迎え、アジアへ進出し、キリスト教布教活
動とともに植民地および貿易事業の開拓を競ってい 
た3。
　1543年、中国大船（倭寇）に乗っていたポルトガル
の商人たちが種子島に漂着した。そこで日本人は初
めてヨーロッパ人と接触し、その後貿易が開始され、
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様々な西洋文明の流入が始まった。その西洋文明のな
かに、日本に大きな影響をもたらしたキリスト教とい
う宗教があった。当時、日本には神社仏閣が存在し、
神道による民族信仰や、中国、朝鮮から伝わった仏教
信仰、さらに儒教などが信仰されていたが2,7、西洋か
ら伝来したキリスト教はたちまち九州を中心に広がっ
た。ローマ・カトリック教会の信仰に、すなわち教会
の礼拝に不可欠の教会音楽は、当時の人々に大きな感
銘を与えた4。
　1534年、カトリック教会内の司祭修道会の一つとし
て創設されたイエズス会は、ポルトガル人たちが発見
した新しい地へ赴き、世界規模の布教活動を展開して
いった。イエズス会創始者の一人フランシスコ・ザビ
エル（Francisco Xavier, 1506-1552）は、インド総督
使節としてインド管区内（東南アジア、中国、日本を
含む）を中心に布教活動を始めていた。そして1547年、
マラッカ（マレーシア）で布教活動中に初めて鹿児島
から来た日本人と出会った。その日本人はアンジロ（ヤ
ジロウとも呼ばれる）であり、自分の犯した罪を贖う
ためマラッカまで来て、ザビエルに会い、洗礼を受け
た。これが契機で1549年、ザビエルは鹿児島の港に到
着した2,3。
　鹿児島・薩摩の領主であった島津貴久（1514-1571） 
は、ポルトガルとの貿易を望んでいたので、ザビエル
一行を歓迎し、鹿児島におけるキリスト教布教活動を
許可した。その後、ザビエルは周防（山口）の大内義
隆（1507-1551）の協力を得て、1551年、山口に教会
を建て、翌年1552年12月、降誕祭の日に、歌を伴った
ミサを執り行った。ミサで宣教師たちは日本人信徒の
前で聖歌を歌い、これは「我等はミサを歌ひ良き声に
はあらざりしがキリシタン等は之を聞きて大いに喜び
たり」と記録されている8。山口教会設立の年、ザビ
エルは大内義隆に楽器を贈ったが、これまでの研究で、
この楽器はクラヴォ（鍵盤楽器・クラヴィコード）で
あったと考えられている。この時の歌や楽器の記録は、
日本における最初の洋楽演奏の記録であり、日本人が
キリスト教を通して初めて西洋音楽と出会ったのは、
ここ山口においてであった1,4,9。

２）日本における最初の西洋音楽演奏と発展
　イエズス会宣教師ザビエルらによって山口において
ミサが行われて間もなく、大分の豊後府内、長崎、島
原、熊本にもヨーロッパから多くのイエズス会宣教師
が派遣されてきた。彼らは「南蛮人」と呼ばれ、キリ
スト教とともに西洋の知見、珍重品そして西洋音楽を

日本に伝えた2-4。
　山口で布教を行っていたザビエルは、豊後府内の大
友宗麟（1530-1587）に招かれ、そこで1551年に布教
が許可された。豊後府内は宣教師と宗麟らの熱心な信
仰により入信者が多く、1555年には府内の教会で日本
の子どもたちにより聖歌が歌われ、1557年に、聖歌隊
は二部に分かれて聖歌を歌った記録が残っている10。
さらに1561年には読み書きのほか音楽が教えられ、子
どもたちは1562年、宗麟を招いて西洋音楽を披露した。
白衣を着た子どもたちのヴィオラ・ダ・アルコ（ヴィ
オラ）の演奏は「基督教国の王侯の前にても奏し得べ
きものなりき」と称賛され、ヨーロッパの王侯の前で
披露しても恥ずかしくないほどの腕前であったことが
記録されている11。
　現在、大分市には、日本人が西洋音楽を演奏した「西
洋音楽発祥」の地として、宣教師がヴィオラを弾き、
日本の子どもたちが歌を歌っている記念碑が建てられ
ている。また、1552年以降、多くのポルトガル人宣教
師が豊後を訪れ、教会やそれに付属する図書館、学校
さらに病院を建てた。この病院は1555年、イエズス
会宣教師で医師でもあったルイス・アルメイダ（Luis 
Almeida, 1525?-1583）が府内に育児院を設置し、1557
年に病院として設立した12。彼の名にちなんで大分市
医師会立病院は「アルメイダ病院」と称され、現在も
彼の名を残している。今日、アルメイダは日本の医学
に大きな影響を与えた人、また社会福祉事業の創始者
として広く知られる。
　キリシタンたちはラテン語を唱え、その子どもた
ちもラテン語の聖歌を歌った。その曲は、「アヴェ・ 
マリアAve Maria（天使祝詞）」、「クレドCredo（信
仰宣言）」、「サルヴェ・レジナSalve Regina（あわれ
みの元后）」、「ミゼレレ・メイ・デウスMiserere mei 
Deus（神よ、われをあわれみたまえ）」、「ラウダーテ・
ドミヌムLaudate Dominum（すべての国よ、主を賛
美せよ）」、「ディク・ノビス・マリアDic nobis Maria（マ
リアよ、われらに語れ）」などであった1。
　当初のキリシタンが歌った聖歌は、主に単旋律のグ 
レゴリオ聖歌であったが、キリスト教の発展に伴い、 
イエズス会は多様な音楽を導入するようになり、日本 
の少年たちは単純な聖歌だけでなくラテン語の多声聖 
歌や楽器演奏を習得した13。16世紀末、イエズス会宣
教師により設立されたキリスト教の神学校で、日本で
初めて子どもの教育に音楽が取り入れられた1,2,9。
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２．神学校の設置と音楽教育

　イエズス会の日本における布教活動事業のひとつの
基盤に、子どもに優れた教育を受けさせ、将来彼らを
宣教師に育てる高等教育があった。当時のローマ・カ
トリック教会の教皇グレゴリウス13世（GregoriusXⅢ, 
在位1572-1586）は、聖職者を育成するため、多くの
神学校、神学大学などをヨーロッパに設置した。ロー
マ教皇に支持されていたイエズス会が1551年に設立
したローマ学院は、現在でもグレゴリアン大学とし
て存続している。イエズス会のアジア、アメリカへ
の布教は、教皇グレゴリウス13世にとって最大の事
業であり、各地の神学校はキリスト教布教の活動拠
点となっていた。既にインド管区のゴアにも神学校
があり、東洋における最高水準の教育が行われてい 
た12。そして1579年から1603年まで三度に渡って、
教皇令により東インド管区の「巡察師」（Padre 
Visitador. 各地の布教事業を促進し、報告する任務）
として来日したイエズス会宣教師アレッサンドロ・
ヴァリニャーノ （Alessandro Valignano, 1539-1606）
の計画により、日本にも教会とそれに付属する神学校
が九州を拠点に設立された14,15。
　1580年に教育機関設置のため、日本の布教管轄区域
は肥前、豊後、都の三教区に分けられた。肥前の有馬
には有馬鎮貴の協力を得て、仏寺を改造したセミナリ
オ（Seminario）が設立され、そこで上流家庭の子ど
もたち22名が教育を受けた3。同年、豊後の臼杵にノ
ビシャド（Noviciado）が設立された。翌年1581年に
は都、安土に、キリシタンに特に好意的であった織田
信長の協力によりセミナリオを上階に伴う三階建の修
道院が建てられた。さらに豊後府内に宣教師の養成機
関としてコレジョ（Collegio）が設立された。その他
1590年、長崎にある坂口の館（たち）には語学コレジョ
が、そして1601年にはヴァリニャーノの後を引き継い
だ宣教師ルイス・セルケイラ（Luis Cerqueira, 1552-
1614）によってもコレジョが設立された14-16。
　日本に設立された子どもたちが学ぶセミナリオは、
将来の司祭を養成するための学校で、現在の初等教育
機関や小神学校にあたり、10歳から18歳以下の生徒が
在籍した。予科１年、本科３学級の全寮制で、入学前
の予科では８歳頃から10歳の子どもたちが日本語の読
み書き、道徳や歌を学んだ。キリシタンの子どもたち
はラテン語の歌やカテキスモ（教理問答）を暗唱し、
驚くばかりの理解を示した3,5。
　ヴァリニャーノは1580年に「セミナリオ内規」を発

布した。この内規には子どもたちへの厳しくとも愛情
のある教育指針が細かく記されており、早速、有馬の
セミナリオで用いられた。この内規によれば、セミナ
リオへは両親の希望と本人の意思により、永久に教会
に奉仕する者のみに入学が許可された。また子どもた
ちは清潔な部屋と十分な食事が与えられ、優れた教育
と深い愛情と温情により育てられた。ここでは音楽が
重要視され、毎日一時間、器楽か声楽の勉強が義務付
けられ、余暇も合唱や器楽の練習にあてられた。才能
がある子どもは助手として教え、子どもたちが習得し
た音楽は、教会で盛大に演奏された。音楽を教える教
師は、音楽的天分を持つ宣教師で、彼らが主に合唱
の指導、またオルガンや楽器の演奏法と製作も教え 
た11。
　宣教師が日本に導入した南蛮楽器はクラヴォの他
ヴィオラ、チャルメラ、ラヘイカ（チェロの一種）な
どがあった。イエズス会の報告集のなかで最も言及さ
れている楽器はヴィオラであり、現存はしないが、日
本でも製作されていた。聖歌の伴奏にはクラヴォや
ヴィオラが使用され、宣教師ヴァリニャーノが1579年
来日の際、数台のオルガンを持参し、安土と豊後府内
の臼杵（大分）と肥前の有馬（佐賀）に設置し、オル
ガンも主流となった。オルガンは1600年頃マカオで制
作されていたが、日本の天草でも竹パイプのオルガン
が造られた4,7。
　子どもたちはセミナリオを卒業後、神父になること
を希望し、その適性があると認められた者は、コレジョ
に入学した。コレジョは三年制の自由学科で、今日の
大学の教養学部および高等教育機関にあたり、ここで
は「自由七学科」（Liberal arts. 中世ヨーロッパの大
学基本教科）をふまえたルネサンスの学問が、パリ大
学などの名門大学で学んだ優秀な宣教師たちによって
ラテン語で教授された。コレジョの学問的レベルは
ヨーロッパの大学に匹敵していた3,4,16。これらの教育
機関が設立されることで、日本には優れたヨーロッパ
の教育とともに音楽が持ち込まれたのである13。
　日本におけるイエズス会神学校は、安土桃山時代と
いう政治状況が不安定な中、各地の権力者の協力と援
助を受けて開設されていった。当時の権力者がキリシ
タンを保護した理由は、キリスト教の信仰と西洋文明
の導入と同時に、主に武器を中心とした南蛮貿易によ
る現世的利益追求が絡んでいた3。とくに織田信長の
キリスト教に対する関心と宣教師への優遇は格別で、
彼はキリシタンと親しく交流し、西洋音楽を好み、度々
セミナリオを訪れてはヴィオラやクラヴォの演奏を聴
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いた。織田信長がヴァリニャーノに安土城の描かれた
屏風を贈呈したことは良く知られている。この屏風は、
天正遣欧少年使節の訪欧の際ローマ教皇に献上され、
ヴァチカンの宮殿に置かれたが、行方が分からなくな
り現存しない17。
　セミナリオをはじめ、各地に設置された教育機関は、
当時の日本のキリスト教に対する流動的な政治の影響
を直接受けたため、キリシタンへの風当たりが強くな
ると何度も場所を移動しなければならなかった。キリ
シタンの保護者であった織田信長の死（1582年）や、
豊臣秀吉の伴天連追放令（1587年）により、安土のセ
ミナリオは高槻や大阪に移動し、1587年には有馬（肥
前）のセミナリオと合併した。そのほかのコレジョや
ノビシャドなどの教育施設も、主に九州各地を転々と
しながら、1600年ごろに長崎に集結した13。

３．天正遺欧少年使節

１）少年使節の音楽訪欧
　日本に教育施設を設立したヴァリニャーノは、九州
のキリシタン大名、大友宗麟、有馬晴信、大村純忠の
大名の名代として少年をローマに派遣することを発案
した5,6,14。この少年たちの使節派遣は、宣教師ヴァリ
ニャーノたちによる日本における子どもたちのキリス
ト教教育・音楽教育の成功の証であり、これをイエズ
ス会に示す使節であった3。九州全セミナリオの学生
のうち13、４歳の優秀な少年が４人選ばれ、宣教師ヴァ
リニャーノとメスキータが同行し、彼らは1582年、長
崎からローマへ向けて出帆した。この４人とは、正使
伊藤マンショ（大友宗麟の親戚）、正使千々石ミゲル（有
馬晴信のいとこ）、副使原マルティノおよび中浦ジュ
リアノ（大村純忠の家臣の子）であった11,14。少年た
ち４人はすべて、有馬のセミナリオの第一回入学生で、
彼らは天正遺欧少年使節（以下「少年使節」と略）と
呼ばれた1-6,17。
　「少年使節」は、1582年２月29日長崎を出帆して、
途中マカオに10か月滞在し、マラッカを経て、インド
のゴアでヴァリニャーノと別れ、続く旅をロドリゲス 

（Joān Rodrigues, 1561-1633）と共にローマを目指し
た2,3,11,15。そして、日本を出発して２年半後の1584年
８月11日、ポルトガルの首都リスボンに到着した。そ
こから、スペインを経由して最終目的地ローマに到着
した。
　彼らは、セミナリオでかなりの教育を受けていたう

えに、この長旅の間、船中や寄港した場所で日本語の
読み書きやラテン語、さらに音楽の練習に時間を費や
したので、ヨーロッパに到着した時には、かなり演奏
能力は上達していた1,4,17。
　苦難の航路を経て、少年使節がリスボンに到着する
と、イエズス会の司祭たちは彼らを抱擁の挨拶で迎え
た。エヴォ―ラ（ポルトガル）の街では、伊藤マンショ
と千々岩ミゲルが、今なお現存するエヴォーラ大聖堂
のパイプオルガンを演奏した。そして1584年、ポルト
ガル国王、兼スペインの国王フェリペ２世に謁見の際
に、少年らは接吻と抱擁で迎えられた。さらにスペイ
ンではマドリードの王宮に迎えられ、スペイン王と王
妃の謁見を受けた5,6,17。
　「少年使節」は、イタリア各地の教会、修道院、学
院を訪問しながら1585年３月22日にローマに到着し
た。彼らは、ここでローマ・カトリック教会の教皇グ
レゴリウス13世の謁見を受け、教皇に日本から携えて
きた屏風を贈呈した。教皇は日本から来た使節を、涙
を流して歓迎したという記録がある。この後、教皇は
死去し、教皇の座を継承したシクトゥス５世（Sixtus
Ⅴ., 在位1585-1590）も「少年使節」を戴冠式に招待し、
サン・ジョヴァンニ・イン・ラテラノ大聖堂までの行
列に主客として迎えたほど、彼らを厚遇した14。彼ら
は同年、６月１日までのおよそ二か月のローマ滞在中、
偶然にも、教皇交代などヨーロッパの歴史に残る瞬間
に遭遇した。
　「少年使節」は、ローマを後にしてボローニャ、ヴィ
チェンツァ、マントヴァなどイタリア各地を見聞した。
ヴェネツィアの修道院では荘厳に「デ・デウム・ラウ
ダームス」の讃歌で迎えられ、ヴィチェンツァでは、
オリンピア劇場で行われた歓迎式典に出席した14。こ
の劇場には使節を描いた壁画が現存する。少年使節の
ことは、ヨーロッパ各地で大きな話題となり、多数の
出版物が刊行された4,17。

２）少年らとカストラートの接点
　16世紀後半、ヨーロッパはルネサンス時代、あたか
も少年使節がヨーロッパを訪れた時はこの時代であっ
た。ローマ・カトリックの教会音楽は、多声聖歌が全
盛期を迎え、スペインの宮廷には作曲家ヴィクトリア

（Tomas Luis Victoria, 1548-1611）が仕え、ローマで
は教会をはじめ、宮廷礼拝堂に作曲家パレストリーナ

（Giovanni Pierluigi da Palestrina, 1525?-1594）やガブ
リエリ（Givanni Gabrielli, 1554-1612）、そしてラッソ

（Orlando di Lasso, 1532-1594）など、当時を代表する
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作曲家が活躍し、彼らの芸術的多声聖歌が歌われてい
た18。
　ミサでは歌による礼拝が一層重視され、各地の大聖
堂には、教会をはじめ、学校で徹底した歌の訓練を受
けた歌手が常時10人から20人在籍していた。彼らの中
で多声聖歌のアルト、ソプラノの声部は男性成人ファ
ルセット歌手、および少年聖歌隊が歌っていた19。
　このような音楽を体験した「少年使節」の見聞や体
験を聴取した記録、編纂した貴重な資料がある。この
資料はヴァリニャーノがスペイン語で書いたものを、
1590年マカオでデ・サンデがラテン語で記した『天正
遣欧少年使節記見聞対話録』であり、日本使節の見聞
対話録の中で、少年使節のひとり、千々岩ミゲルが、
大村喜前の弟リノ、有馬晴信の弟レオに聖歌隊の特徴
ある美しい声について、また日本の歌との比較につい
て語った下記の記録がある20,21。
　「われわれはきっとヨーロッパの歌唱が一定にすば
らしい技術をもってつくられていることに気がつくで
あろうと思う。…ある調子は高くあるものは低く、ほ
かはその中間であって、それらが同時に巧みな調節を
もって発せられて、そこに一種えもいわれぬ和音・諧
調を生ずる。これらになお、いわゆるかりの小声falsa 
vocula（うら声）と、また並の調子を越えて、ごく高
く発せられるものとが加わることを知っていただきた
い。それらはすべて、あるいは音楽の規則を守りつ
つ、あるいは時にこの規則を越えて高く発せられるこ
ともあって、それがいっせいに楽器の音に合致して発
せらるると、聞く者の耳にとってこれほど楽しいもの
はない。…おのずからそこには一種の完璧な技芸が現
われ…この技芸をヨーロッパの人士は子供のときから
熱心に学んで大きい進歩を示している。…われわれ日
本人の間に行われる音楽では、その歌に何も調子の分
化がなく、発声の仕方はいつも同じ一本調子で変わら
ないから、今までのところ音楽の技芸もなければ訓練
もまったく存在せず、こういう技芸や訓練のないとこ
ろでは和声の規律もまた学びえないことになる」4,9,20。
　千々岩ミゲルが述べたこの率直な感想にある「いわ
ゆるかりの小声falsa vocula（うら声）と、また並の
調子を越えて、ごく高く発せられる」この声は、多声
聖歌のテノールよりも上の声部を男性が歌うアルトお
よびソプラノの高い声である。
　16世紀末、ローマ・カトリック教会に高音部を歌う
歌手として、少年のような高い声をもったカストラー
ト（男性去勢歌手）が登場した。カストラートは1599
年にローマ教皇礼拝堂聖歌隊として公式に採用され

た。ところが、それ以前の1562年にスペインからロー
マ法王庁に贈られた歌手フランシスコ・ソート神父

（Francisco Soto）をはじめ、スペインから来た歌手
が、ファルセット歌手という名目でローマ教皇の聖歌
隊に入っており、彼らはカストラートだったという説
がある22,23。そのため1585年に少年使節がローマを訪
れた際、カストラートが教皇グレゴリウス13世の葬儀
や、新教皇シクトゥス５世の戴冠式のミサで歌ってい
たとしたならば、「少年使節」は、カストラートの声
を聴いた可能性があると考えられている24。また、「少
年使節」がローマに滞在していた1585年に、シクストゥ
ス５世は新教皇に即位し、その年に「女性歌手および
女優追放」令を発している。この教皇令は、当時ロー
マにおけるカストラートの存在を示すものであり、「少
年使節」とカストラートとの接点があったことを示唆
するものである。千々岩ミゲルをはじめ、少年使節
がカストラートの存在を知っていたか明らかでない
が、この記録に残された彼の言葉「いわゆるかりの小
声 falsa vocula（うら声）と、また並の調子を越えて、
ごく高く発せられるものとが加わること」は、彼がロー
マの教会の聖歌隊でカストラートの声を聴き、感じた
率直な感想であったと推察する。

３）帰国後の少年使節
　1590年７月21日、少年使節は８年余りを経て日本の
長崎港に帰国した1-7。「少年使節」たちは翌年、豊臣
秀吉に謁見し、西洋楽器を見事に演奏した。この時、
豊臣秀吉は大変喜んで、楽器を手に取り、少年たちに
三度も演奏のアンコールをしたという4,25。その後、「少
年使節」の４人はイエズス会修道士となり、セミナリ
オでヨーロッパから持ち帰った音楽を教えた。セミナ
リオの生徒たちは、彼らの指導により西洋音楽を身に
着け、容易に演奏することが出来るようになった25。
また、1591年、子どもたちは降誕祭劇を日本語による
幕間の余興を添えて演じ、「大いなる気品と威厳」を
もった演技によって多くの司祭たちが涙を流すほど感
動したという記録がある24。その後、1608年に千々石
ミゲルを除く三人は長崎で神父となった3。
　「少年使節」がヨーロッパから持ち帰った品々の中
には楽器の他、グーテンベルグ印刷機などの多くの珍
重品があり、1591年から日本最初の活版印刷による教
理書や辞書そして楽譜などの制作に使用された。この
印刷機で刊行された楽譜のなかで唯一現存するもの
は、1605年に日本の司教であったルイス・セルケイラ
が日本文化・習俗を勘考し、日本教会のために編んだ

キリシタンの子どもたちの音楽教育



− 66 −

ラテン語の典礼定式書「サカラメンタ提要」（Manuale 
ad Sacramenta）である。これは朱色と黒の二色刷り
で印刷されており、死者のため、とくに埋葬のための
ラテン聖歌が13曲、高位聖職者の教会訪問のためのラ
テン聖歌が16曲載っている。これは当時の聖職者やコ
レジョやセミナリオで学ぶ子どもたちによって歌われ
た歌の貴重な資料となっている1, 27。
　17世紀初めには、全国のキリスト教の信徒は約20万
人にのぼり、日本に設置された神学校は200校にも及
んだが、日本におけるキリスト教は、その後発展する
ことなく、弾圧されることになった。1587年、豊臣秀
吉によって初めての伴天連追放令が発せられたが、激
しい弾圧が始められたのは、1596年のフランシスコ会
への禁教令の後、1612年に江戸幕府が発した禁教令か
らであり、さらに決定的な弾圧は1616年に幕府によっ
て発せられた鎖国令であった2。キリスト教大弾圧に
よって楽器、楽譜は焼却され、神学校、教会などの建
物すべてが著しく破壊された。遂にはポルトガル人の
来航は完全に禁止された。激しい迫害が始まり、多く
のキリシタンが殉死した。そしてキリスト教音楽、つ
まり西洋音楽も跡形もなく消えた。かろうじて生き
残ったキリシタンは、祈りの言葉を唱え続け、その祈
りは、現在も長崎の生月島、西彼杵半島、平戸島、五
島などに居住する「かくれキリシタン」たちによって

「オラショ」として伝承されている26。
　西洋音楽は16世紀末に初めて日本に伝えられたが、
その音楽と教育は禁教令によって断絶され、再び日本
に洋楽として輸入されたのは、イエズス会の初来航か
ら300年以上の時を経た明治期であった。

結　語

　16世紀末にもたらされた西洋文明を、日本人は受け
入れ、キリスト教の宣教師たちと積極的に交流した。
キリスト教の教育施設では非常に高度な教育が行わ
れ、キリシタンの子どもたちは、西洋音楽を短期間で
見事に習得し、各地の領主や権力者も彼らが演奏する
西洋音楽の響きに魅了された。16世紀末に日本でこの
ような高等教育が組織的に行われ、成果をあげ、天正
遣欧少年使節の訪欧という形で具現化され、高く評価
された。これらの実績が、後のキリシタン追放令によっ
て根絶されたことは、日本の歴史にとってきわめて残
念なことであった。
　本稿では、16世紀末の日本におけるキリスト教の神

学校の設置とその神学校においてキリシタンの子ども
たちが受けた音楽教育、および、そこで教育を受け、
選ばれた４人の天正遺欧少年使節とその訪欧について
記し、彼らとカストラートの接点に言及した。
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The Musical Education of the Children of Kirishitan

Megumi Kanaya*,　　Kohji Ueda**

︿Abstract﹀

　　At the end of the 16th century, Westerners came over to Japan and introduced Western civilization. 
In 1549, a Jesuit missionary named Xavier began to propagate Christianity in Japan, and the music 
indispensable to church services of Christianity was taught to Japanese children. In various parts 
of the Kyushu area and Azuchi, seminaries (seminarios) were established, and there the children of 
Kirishitan, or the Japanese Christians at that early stage, were given an education equivalent to one in 
European seminaries, singing in Latin and playing the Western musical instruments. The quality and 
effect of the education was proved by the Boy Envoys, who were dispatched to Europe in the Tensho 
period (to be abridged as ‘Boy Envoys’). The four chosen boys departed from Nagasaki as Boy Envoys 
in 1582, arrived in Portugal in 1584, visited successively places in Spain and Italy, and were given 
blessings and welcomes on the way. They visited Rome just at the time when the Spanish singers 
(called ‘castrati’’), who sang in the treble key, began to appear in the choirs of Catholic churches. 
There remains a precious document that records the conversation, in which one of the Boy Envoys 
observed the comparison of Western music with that of traditional Japan. The authors also intend to 
examine the point of contact between the Boy Envoys and castrati in this document and the historical 
background to this meeting.

Keywords: children, Kirishitan, education, Western music, the Tensho Boy Envoys to Europe
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